別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：中小企業振興費

	事業名: ソフトピアジャパンセンター修繕費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　商工労働部 情報産業課 ＩＴ拠点担当　電話番号：058-272-1111（内3115）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11338@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：31,000(49,447)千円（前年度予算額：7,100千円）

	事業内容


	１　事業の内容


　ソフトピアジャパンセンターは竣工より１５年経過しており、経年劣化等に伴う設備の更新及び修繕が必要となっている。

○ソフトピアジャパンセンターのセンタービル及びドリーム・コアの施設修繕については、ソフトピアジャパンセンター指定管理者と締結している管理運営協定により費用負担区分を規定している。
○また、アネックスについては、大垣市情報工房との合築施設であるため、県・大垣市・ソフトピアジャパンセンター指定管理者・大垣市情報工房指定管理者の４者にて協定を締結し、施設修繕にかかる修繕区分を規定している。
（1） センタービル、ドリーム・コア部分
・１件につき６０万円未満の修繕案件
　　ソフトピアジャパンセンター指定管理者の負担

・１件につき６０万円以上の修繕案件

　　岐阜県の負担

（２） アネックス部分
・１件につき６０万円未満の修繕案件
　　　　　ソフトピアジャパンセンター指定管理者及び大垣市情報工房指定管理者の案分により負担
　　　・１件につき６０万円以上の修繕案件
　　　　　岐阜県及び大垣市の案分により負担

	２　所要経費


（1） センタービル、ドリーム・コア修繕料　　(48,809)千円
（2） 大垣市負担金　　(638)千円
　合計　　31,000(49,447)千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり

　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　　・ソフトピアジャパンのＩＴ関連企業の集積や優れた情報基盤を活用し、地域産業の高度化を担う産業人材を育成・供給し、地元のＩＴ企業の競争力を強化する。

	２　これまでの取組状況


指定管理者制度を導入した平成１８年度以降、１件につき６０万円以上の修繕案件は県の発注により実施してきた。
修繕案件の選定については、現に不具合が生じているもの、法定点検のため義務的なもの、等必要性を考慮しながら実施してきたところである。
	３　これまでの取組に対する評価


施設利用者の安全確保、法令遵守、利用者サービス向上のため、必要な修繕について計画的に実施してきた。

	決定額の考え方


利用者の利便性、安全性等を考慮した上で、緊急度の高い修繕等について実施します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）
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